




コエンザイム A(CoA)は,アデニンとチオールを両極に持つ構造を有しており,生体内では,

パントテン酸から 3モルの ATP,1 モルのシスティンが縮合して合成される。CoA は,脂肪酸

の酸化,合成,アシル化反応,酸化的脱炭酸など種々の代謝過程に関与している為,何らかの

原因による CoA の低下は,生体にとって重篤な障害を来すことが予測される。今回,われわ

れは,ライ症候群その他の急性脳症との関連が注目されているアスピリン,およびその代謝

産物 3種,バルプロ酸,マルゴサ油(東南アジアで民間薬として用いられる植物油)のラット

肝ミトコンドリアの呼吸および CoA 含量におよぼす影響について検討した。 


